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本吉良治 ･山田恒夫(京大 ･文 )
チンパンジーにドットパターンを呈示し,それ
に応じて系列タッピング反応を行わせる｡前年度
において,チンパンジーは,ドットパターン(1)か
ら(川こ対し系列タッピング(1)から(4)を対応し,皮
応することに成功した｡
今年度はこれをもとにして,順序数(1)から(4)に
よるマッチングを訓練した｡すなわち,ドットパ
ターン(1)から(4)に対応する系列タッピングを行わ
せ,それを見本として,頓に弛んでいる(1)から(4)
のうち,応じたものをマッチングさせる｡(1)から
(4)までのIrgiは不変であるが,その間隅を変化する,
すなわち,1,2,3,□ 4とか,□1□234とい
うように呈示しても,十分マッチングすることが
可能となることが明らかになった｡
以上の訓練をもとに,僻事数によるマッチング
から,数字をマッチンクする訓練を施行中である｡
課 題 6
二足性の生物力学的分析
石田英夫(阪大･人間科学 )･岡田守彦
(筑波大 ･体節科学)･山崎ILi布 (庄応大･
理工)･村崎位二 ･雌広EI;【夫 ･村崎知雄健
舞庄)･木村 ff*(訴大 ･詔長研)
*共同実験者
1983咋2月より1985年1月までの約2年間,3
咋皮にわたり職某的調教師により調教されたニホ
ンザル5頭とカニクイザル1頭 (いずれもオス)
の合計6頭について,その二足歩行の運動学およ
び運動力学的分析を,大阪大学人間科学部人間生
態学講座の生体情報計測システムを用いて行った｡
しかし,当初は調教による二足歩行の習熟過程を
上にあげた方法により分析する予定であったが,
被実験個体の事情から習熟過程については,カニ
クイザルのみについて尖験を行い,ニホンザルに
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